


















































　系　GCES 構造における GC と S の関係のなかに、「制度としての市場制度
設定者のレントをめぐる闘争（対立と協商）」が提示される。
　
　世界経済において、GC と S が一体化した中心国（K）と周辺国（π）とでは、



















　なお、EU について付言すれば、EU そのものが、ミニ GCES 構造をもつ。
その点で、一方で GC（EU）は GC（USA）と分岐し、対立する契機をもつし、
同時に、EU 域内で GC 対 S の対立が生ずる可能性ももつ。反 EU 的ポピュリ
ズムの問題を考えるうえで、この点は欠かせない論点である。環境や食品安
全で先進的な取り組みを行ってきた EU の場合も、そこでの制度としての市
場設定に、人々が関与する枠組みを構築することが重要なのである。
　
3．小括
　市場設定における「制度設定者のレント」をめぐる問題は、GCES 構造内で
の K －π（中心－周辺）関係において、より重要な意味をもつので、その考
察を行う必要がある。市場制度の相対化が進むなかで、市場という制度の「制
度設定者のレント」をめぐって繰り広げられる「リヴァイアサン的闘争（対立
と協商）」と、そこから疎外され、排除されている多数者の存在が、この世
界の存立にかかわる極めて重要な課題であることが明らかになりつつあるか
らである。あらゆる市場参加者が、市場の制度設定者と同等の「全体知」を
獲得し、市場諸力に身を任せるのでなく、自立的主体として市場に参加する
ことで、はじめて市場における不平等性は克服され、人倫の経済の構築に一
歩近づくことが可能となるにちがいない。
